
お知らせ

20広報薩摩川内　2008.11.10

出張健康相談

保健センターで実施する保健事業

地 域 月　日 時　間 場　　所

川 内
11/20(木) ９ :30 ～ 11:00 坊 ノ 下 公 民 館
11/25(火) ９ :30 ～ 11:00 平 佐 麓 公 民 館
11/27(木) ９ :30 ～ 11:00 川 原 田 公 民 館

地 域 月　日 時　間 内　　容

川 内
11/18(火)

９ :00 ～ ９:20 母 子 健 康 手 帳 交 付
10:00 ～ 11:30 健 康 相 談（ 成 人 ・ 母 子 ）

11/25(火)
９ :00 ～ ９:20 母 子 健 康 手 帳 交 付
10:00 ～ 11:30 健 康 相 談（ 成 人 ・ 母 子 ）

樋 脇 11/19(水) ９ :30 ～ 11:00 母子健康手帳交付・健康相談（総合）
入 来 11/19(水) ９ :30 ～ 11:00 母子健康手帳交付・健康相談（総合）
東 郷 11/19(水) ９ :30 ～ 11:00 母子健康手帳交付・健康相談（総合）
祁答院 11/19(水) ９ :30 ～ 11:00 母子健康手帳交付・健康相談（総合）

＊近く実施予定の地域のみ掲載してあります。
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地
区
で
は
８
月
の
夏
ま
つ
り
、
11
月
の
む
ら
づ

く
り
振
興
大
会
、
12
月
の
冬
空
を
飾
る
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
冬
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
中
で
も
、
む
ら
づ
く
り
振
興
大
会
は

農
水
産
物
の
品
評
会
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
権

現
鍋（
山
芋
汁
）と
お
に
ぎ
り
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
、

ミ
カ
ン
の
つ
か
み
取
り
、
賞
品
が
１
０
０
点
近
い

お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど
地
区
民
が
楽
し
み
に
し
て

い
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

伝
統
芸
能
と
し
て
は
４
０
０
年
前
か
ら
伝
わ
る

下し
も
ほ
う
ぎ
り

方
限
太
鼓
踊（
出
陣
）と
上か
み
ほ
う
ぎ
り

方
限
太
鼓
踊（
凱が
い
せ
ん旋

祝
い
）が
あ
り
、
敬
老
会
や
イ
ベ
ン
ト
の
席
で
披

露
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
ど
ち
ら
の
踊
り
も
、
幼
児
か
ら
大
人

ま
で
30
人
以
上
の
踊
り
手
が
必
要
な
た
め
、少
子
・

高
齢
化
の
中
、
こ
の
伝
統
芸
能
を
い
か
に
引
き
継

ぎ
守
っ
て
い
く
か
が
地
区
の
課
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
伝
統
を
守
り
な
が
ら
地
区
民
み
ん
な
で
力
を

合
わ
せ
て
活
気
あ
る
む
ら
づ
く
り
に
こ
れ
か
ら
も

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

■問合先　南瀬地区コミュニティ協議会　　■所在地　〒 895-1105   東郷町南瀬 2192-5　 ・ 0996（42）4155

イ
ベ
ン
ト
・
伝
統
芸
能

　

南の
う

瀬ぜ

地
区
は
本
市
の
東
部
に
位
置
す
る
、
鮎
漁

で
に
ぎ
わ
う
川
内
川
が
流
れ
る
中
山
間
地
域
で
、

国
道
２
６
７
号
と
県
道
山
田
入
来
線
の
両
線
が

交
わ
り
、
市
街
地
や
樋
脇
・
入
来
地
域
、
さ
つ
ま

町
へ
の
交
通
の
便
も
良
く
、
権
現
山
を
中
心
に
田

園
の
広
が
る
自
然
豊
か
な
所
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

昔
か
ら
ミ
カ
ン
の
苗
木
の
発
祥
地
と
し
て
知
ら
れ
、

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
広
場
に
は
大
き
な

増ま
す

田だ

柑か
ん
き
つ
お
う

橘
翁
の
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
は
、
８
自
治
会
、

３
３
６
世
帯
の
７
１
７
人
で
構
成
さ
れ
、
高
齢
化

率
が
46
・
３
％
と
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
こ
数
年
南
瀬
小
学
校
の
児
童
数
が
少

し
ず
つ
増
え
て
お
り
、
地
区
民
み
ん
な
が
喜
ん
で

い
ま
す
。
本
年
は
33
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
て
、
地
区
で
は
先
人
が
築
い
た
も
の
を
受
け

継
ぎ
な
が
ら
、「
豊
か
な
自
然
と
豊
か
な
心
、
伝

統
を
守
り
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
元
気
な
南
瀬
を
」

を
テ
ー
マ
に
、
七
つ
の
専
門
部
会
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
中
で
も
、
平
成
３
年
に
始
ま
っ
た
花
い
っ

ぱ
い
運
動
は
、
地
区
民
や
子
ど
も
育
成
会
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
約
１
０
０
人
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
春
は
ポ
ー
チ
ュ
ラ
カ
、
秋
は
パ
ン

ジ
ー
を
５
０
０
個
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え
て
、
主

要
な
道
路
や
自
治
公
民
館
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
11
年
か
ら
は
国
道
沿
い
の
休
耕

田
に
コ
ス
モ
ス
を
植
え
て
、
近
隣
の
方
や
ド
ラ

イ
バ
ー
な
ど
の
目
を
楽
し
ま
せ
る
景
観
づ
く
り
に

努
め
て
い
ま
す
。
世
代
を
越
え
た
活
動
に
も
心
掛

け
、
昔
か
ら
伝
わ
る
郷
土
食
の
初は

つ
う
ま午
団
子
を
継
承

し
、
毎
年
県
下
一
周
駅
伝
の
接
待
で
は
子
ど
も
た

ち
の
作
っ
た
団
子
が
、
大
勢
の
人
に
喜
ば
れ
て
い

ま
す
。
ソ
バ
打
ち
や
竹
炭
作
り
な
ど
も
伝
え
、
後

生
に
夢
を
託
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

新に
い
ど
め留　

德と
く

雄お
さ
ん

子
ど
も
た
ち

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長

南
瀬
の
宝

会長を引き受けて４年目、歴代の役
員の方々の築かれた多くの実績を確
実に守り、地区民の声を聞きながら
発展させることに努力していきます。

運動会で元気に踊る南瀬小学校の子
どもたちです。これからの南瀬をよ
ろしくお願いします。

田た

中な
か　

重し
げ
の
ぶ信 

さ
ん

増ま
す

田だ

柑か
ん
き
つ
お
う

橘
翁
の
碑

地
区
の
む
ら
づ
く
り
達
人

南
瀬
の
誇
り

平成３年から 11 年間、地区の公民
館長をしていただき、現在ある、南
瀬地区のむらづくりの基礎をつくっ
てもらいました。

ミカンの接ぎ木を伝え広め、栽培に
取り組まれた増

ます

田
だ

勇
ゆう

之
の

進
しん

の功績をた
たえ建てられた｢柑橘翁の碑｣です。

増ま
す
南
瀬
の
誇
り

上方限太鼓踊（ズシキャンキャン）は、凱旋した時の踊りです。

初午団子を、２月の県下一周駅伝中継地点でみんなに振る舞います。

下方限太鼓踊（ア
ケスメロ）は、出

陣の時の踊りです
。

10月になると、み
んなで植えたコス

モスが田んぼ一面
に咲き誇ります。

第 34 回

の
う

ぜ

豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
み
、
恵
ま
れ
た

自
然
に
活
力
を
与
え
る
知
恵
と
行
動

で
、「
き
ら
め
く
ふ
る
さ
と
」の
創
造

を
図
り
、
潤
い
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
南

瀬
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

〜 

東
郷
地
域
南
瀬
地
区
編 

〜

〜 

東
郷
地
域
南
瀬
地
区
編 

〜

賃
金（
産
業
別
最
低
賃
金
）が
適
用
さ

れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】＝

▼
鹿
児
島
労
働
局
賃
金
室

　

０
９
９（
２
２
３
）８
２
７
８

▼
川
内
労
働
基
準
監
督
署

　

０
９
９
６（
２
２
）３
２
２
５

　
「
預
金
保
険
制
度
」と
は
、
万
が
一
、

金
融
機
関（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
含
む
）

が
破
た
ん
し
た
場
合
に
、
預
金
者
の

保
護
や
資
金
決
済
の
履
行
の
確
保
を

図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
信
用
秩
序
を

維
持
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
制
度
に
よ
り
、
当
座
預
金
や

利
息
の
付
か
な
い
普
通
預
金
な
ど
は

全
額
保
護
さ
れ
ま
す
。
定
期
預
金
や

利
息
付
き
の
普
通
預
金
な
ど
は
、
金

融
機
関
ご
と
に
預
金
者
１
人
当
た
り
、

元
本
１
０
０
０
万
円
ま
で
と
、
そ
の

利
息
な
ど
が
保
護
さ
れ
ま
す
。
そ
れ

を
超
え
る
分
は
、
破
た
ん
し
た
金
融

機
関
の
財
産
の
状
況
に
応
じ
て
支
払

わ
れ
ま
す
。

【
問
合
先
】＝

▼
預
金
保
険
機
構

　

０
３（
３
２
１
２
）６
０
２
９

▼
各
財
務
局
な
ど
ま
た
は
金
融
機
関

　

の
窓
口

　

ウ
イ
ル
ス
肝
炎
は
、
感
染
し
て
も

症
状
が
現
れ
に
く
い
た
め
、
気
付
か

な
い
う
ち
に
感
染
し
、
病
気
が
進
行

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

検
査
を
受
け
、
早
期
に
発
見
・
治
療

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の
機
会

に
、
ぜ
ひ
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

【
時
】＝
12
月
15
日（
月
）〜
26
日（
金
）

【
内
容
】＝
市
内
委
託
医
療
機
関
で
の

問
診
・
血
液
検
査
の
実
施

【
対
象
】＝
次
の
①
・
②
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方

① 

満
40
歳
に
な
る
方（
昭
和
43
年
４

月
２
日
〜
昭
和
44
年
４
月
１
日
生
）

②
満
41
歳
以
上
の
方
で
、
過
去
に
肝

　

炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受
け
た
こ
と

　

が
な
く
、
本
検
診
受
診
を
希
望
す

　

る
方

【
検
診
料
】＝

▼
Ｂ
・
Ｃ
型
肝
炎
検
査
＝
８
０
０
円

▼
Ｃ
型
肝
炎
の
み
検
査
＝
７
０
０
円

▼
Ｂ
型
肝
炎
の
み
検
査
＝
５
０
０
円

【
次
の
方
は
、
無
料
に
な
り
ま
す
】

▼
市
民
税
非
課
税
世
帯
・
生
活
保
護

　

世
帯
の
方

＊
受
診
す
る
前
に
印
鑑（
ス
タ
ン
プ

　

印
を
除
く
）を
お
持
ち
の
上
、
申

　

込
・
問
合
先
で
手
続
き
し
て
く
だ

　

さ
い
。

▼
後
期
高
齢
者
医
療
に
該
当
す
る
方

【
申
込
締
切
】＝
11
月
20
日（
木
）

【
申
込
方
法
】＝
直
接
、
電
話

【
申
込
・
問
合
先
】＝

▼
本
庁
市
民
健
康
課
健
康
指
導
南
部

　

Ｇ（
す
こ
や
か
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

　

内
）

　

０
９
９
６（
２
２
）８
８
１
１

　

同
最
低
賃
金
は
10
月
18
日
か
ら
時

間
額
６
２
７
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

【
対
象
】＝
県
下
す
べ
て
の
労
働
者

＊
電
子
部
品
製
造
業
、
百
貨
店
、
自

　

動
車（
新
車
）小
売
業
な
ど
の
産
業

　

に
該
当
す
る
場
合
は
、
特
定
最
低

鹿
児
島
県
最
低
賃
金
の
改
正

平
成
20
年
度

社
会
体
育
功
労
者
等
表
彰

 

社
会
体
育
功
労
者

＊【　

】内
は
推
薦
母
体

戸と　

島し
ま　

征ゆ
き　

子こ

さ
ん

【
可
愛
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

・
可
愛
地
区
体
育
協
会
】

相さ
が　

良ら　

静し
ず　

子こ

さ
ん

【
永
利
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
】

橋は
し　

口ぐ
ち　

敏と
し　

治は
る

さ
ん

【
西
方
地
区
体
育
協
会
】

笹さ
さ　

野の　

正ま
さ　

男お

さ
ん

【
東
郷
地
域
体
育
協
会
】

大お
お　

重し
げ　

俊と
し　

明あ
き

さ
ん

【
祁
答
院
地
域
体
育
協
会
】

大お
お　

村む
ら　

大ひ
ろ　

稔と
し

さ
ん

【
里
地
域
体
育
協
会
】

瀬せ

戸と

口ぐ
ち　

英ひ
で　

美み

さ
ん

【
陸
上
競
技
協
会
】

米よ
ね　

次つ
ぎ　

清き
よ　

利と
し

さ
ん

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
】

鬼お
に　

塚つ
か　

雅ま
さ　

行ゆ
き

さ
ん【

弓
道
連
盟
】

領り
ょ
う　

家け　

紀の
り　

昭あ
き

さ
ん

【
柔
道
会
】

赤あ
か　

﨑さ
き　

弘ひ
ろ　

熙き

さ
ん

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
】

西に
し　
　
　

弘ひ
ろ　

記き

さ
ん

【
軟
式
野
球
連
盟
】

田た　

中な
か　
　
　

保た
も
つ

さ
ん

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
】

田た　

𠩤は
ら　

一か
ず　

幸ゆ
き

さ
ん

【
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
】

松ま
つ　

元も
と　

い
つ
子こ

さ
ん

【
レ
ク
リ
エ―

シ
ョ
ン
協
会
】

社
会
体
育
優
良
団
体

＊【　

】内
は
推
薦
母
体

永
利
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

体
育
部（
永
利
地
区
体
育
協
会
）

【
永
利
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
】

新し
ん

勝し
ょ
う

会か
い（

勝
目
町
）

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
】

優
秀
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム

＊【　

】内
は
主
な
成
績

樋
脇
・
川
薩
清
修
館
高
等
学
校

男
子
ホ
ッ
ケ
ー
部

【
平
成
20
年
度
全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
大
会

　

第
３
位
】

預
金
保
険
制
度
に
つ
い
て

ご
存
知
で
す
か

肝
炎
ウ
イ
ル
ス

（
Ｂ
型
・
Ｃ
型
）検
診
の
実
施


